
ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
（
第
13
号　

平
成
21
年
2
月
1
日
発
行
）
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〈「
議
会
だ
よ
り
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
…
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、「
深
谷
市
議
会
」、「
市
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
創
刊
号
か
ら
今
号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〉

－－－－

�

問  

百
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
世

界
金
融
危
機
の
も
と
、
厳
し
い
状

況
下
、
物
価
高
が
家
計
を
圧
迫
し
、

言
わ
ば
砂
漠
の
真
ん
中
で
水
を
求

め
る
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
庶
民

の
生
活
と
家
計
を
断
じ
て
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
・
与
党

が
決
め
た
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
住
民
不
安
に
対
処
す
る
た
め

の
生
活
支
援
、
地
域
の
経
済
対
策

を
目
的
と
し
て
い
る
。
い
ち
早
く

中
小
企
業
融
資
支
援
策
・
小
規
模

事
業
者
へ
の
事
業
枠
の
拡
大
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
公
共
事
業
の

前
倒
し
等
の
施
策
を
実
施
し
た
深

谷
市
は
、
危
機
感
を
共
有
す
る
市

で
あ
り
、
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

の
市
と
し
て
の
基
本
的
考
え
方
、

所
得
制
限
の
方
向
性
、
申
請
方
法

等
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答  

国
を
挙
げ
て
の
事
業
で
あ
り

実
施
が
決
定
の
段
階
で
担
当
部
署

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
検
討

し
、
対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
国
市
長
会
で
は
、
所
得
制
限
を

設
け
ず
、
一
律
の
支
給
に
し
た
い

と
の
要
望
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
、

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
も
国
の
統

一
的
な
制
度
設
計
を
待
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
給
付
額
に
つ
い
て
は

深
谷
市
全
体
で
約
22
億
円
で
す
。

問  

こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、

危
機
に
際
し
、
子
育
て
世
帯
へ
の

支
援
策
と
し
て
期
間
限
定
で
も
対

象
拡
大
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答  
中
学
終
了
ま
で
の
拡
大
を
考

え
る
と
、
入
院
費
で
約
１
４
５
万

円
、
通
院
費
で
約
５
１
４
５
万
円

の
財
源
を
必
要
と
し
ま
す
。
今
回

補
正
で
保
育
園
・
学
童
の
整
備
等
、

子
育
て
支
援
を
前
進
さ
せ
て
お
り
、

期
間
限
定
で
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

事
務
量
の
増
加
と
医
師
会
と
の
調

整
な
し
に
は
で
き
ず
、
将
来
的
に

可
能
で
あ
れ
ば
、
入
通
院
費
全
体

で
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

12月定例会
一般質問市民の声を市政に

三
み た べ

田部　恒
つねあき

明

金融危機―定額給
付金・こども医療
費支給拡大の
支援を

●12月定例会　議案等の審査結果一覧表●
（【　】内は付託委員会）　

　

女
性
の
が
ん
で
あ
る
子
宮
頸
が

ん
の
死
亡
率
は
高
く
、
毎
年
約

２
５
０
０
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど

が
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
に
よ
る
感
染
だ
が
、

感
染
し
た
女
性
が
す
べ
て
発
症
す

る
わ
け
で
は
な
く
、
持
続
感
染
に

よ
り
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
を
予
防
す
る
ワ

ク
チ
ン
の
研
究
開
発
が
進
み
、
米

意
見
書
意
見
書

意
見
書

地
域
住
民
の
声
を
国
政
に
！

　
12
月
議
会
最
終
日
に
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て

３
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
内
容
を
要

約
し
掲
載
し
ま
す
。

国
を
は
じ
め
80
カ
国
以
上
の
国
で

承
認
さ
れ
て
お
り
、
子
宮
頸
が
ん

は
「
予
防
可
能
な
が
ん
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
日
本
で

は
ま
だ
こ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
承

認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
国
に
対

し
て
、
①
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
早
期
承
認
に
向
け
た
審
査

を
進
め
る
こ
と　

②
予
防
ワ
ク
チ

ン
が
承
認
さ
れ
た
後
は
、
そ
の
推

進
を
図
る
た
め
に
接
種
へ
の
助
成

を
行
う
こ
と　

③
日
本
に
お
け
る

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
、
製
造
、
接
種

の
あ
り
方
に
関
し
て
、
必
要
な
対

応
を
行
う
こ
と
な
ど
を
強
く
要
望

す
る
。

　

高
齢
者
の
中
で
、
所
得
が
公
的

年
金
だ
け
し
か
な
い
世
帯
は
約

60
％
に
も
上
る
。
お
年
寄
り
の
生

活
を
支
え
る
大
き
な
柱
は
年
金
で

あ
り
、
老
後
生
活
に
お
け
る
年
金

の
重
要
性
は
改
め
て
確
認
す
る
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
年

金
制
度
が
高
齢
期
の
貧
困
を
防
ぐ

と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
十
分
に

機
能
し
て
い
な
い
実
態
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
将
来
の
安
心
を
よ
り

確
固
と
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

国
に
対
し
て
、
①
基
礎
年
金
の
国

庫
負
担
割
合
を
平
成
21
年
４
月
か

ら
２
分
の
１
へ
引
き
上
げ
る
こ
と

②
基
礎
年
金
の
加
算
制
度
の
創
設

や
、
受
給
資
格
期
間
の
10
年
間
ま

で
の
短
縮
、
追
納
期
間
の
延
長
な

ど
無
年
金
・
低
年
金
対
策
を
拡
充

す
る
こ
と
な
ど
を
強
く
要
望
す
る
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
収
入
が

落
ち
込
み
、
医
療
、
年
金
、
介
護

な
ど
の
負
担
が
増
え
て
苦
し
く
な

る
ば
か
り
で
あ
る
。
消
費
税
が
増

税
さ
れ
た
場
合
、
市
民
の
消
費
は

落
ち
込
み
、
地
域
経
済
は
一
層
悪

化
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
消
費
税
は
金
持
ち
に
は
負
担

が
軽
く
、
所
得
の
低
い
人
ほ
ど
重

く
な
る
逆
進
的
な
税
金
で
あ
り
、

増
税
が
貧
困
と
格
差
を
一
層
加
速

さ
せ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

市
民
の
暮
ら
し
や
家
計
を
守
る
た

め
、
消
費
税
の
増
税
に
は
反
対
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
を
行
わ

な
い
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

◆条例の制定・・・原案可決
議案 97 深谷市不当要求行為等対策条例
  【総務】
議案 98 深谷市職員等公益通報条例
  【総務】
議案 100 深谷市長の給料の額の特例に関す

る条例
◆条例の一部改正・・・原案可決
議案 79 深谷市在宅重度心身障害者手当支

給条例の一部を改正する条例
  【福祉文教】
議案 80 深谷市難病患者等ホームヘルパー

派遣手数料条例の一部を改正する
条例 【福祉文教】

議案 81 深谷市高品質堆肥製造施設条例の
一部を改正する条例

  【市民環境産業】
議案 82 深谷市下水道事業に地方公営企業

法の一部を適用する条例の一部を
改正する条例 【建設】

議案 83 深谷市消防団条例の一部を改正す
る条例 【総務】

議案 84 深谷市行政振興基金条例の一部を
改正する条例 【福祉文教】

議案 99 深谷市水道事業給水条例の一部を
改正する条例 【建設】

議案 101 深谷市国民健康保険条例の一部を
改正する条例

◆条例の廃止・・・原案可決
議案 78 深谷市立山の家条例を廃止する条

例 【市民環境産業】

◆工事請負契約の締結・・・原案可決
議案 85 工事請負契約の締結について［（仮

称）教育研究所・福祉交流センター
建築工事］ 【建設】

議案 86 工事請負契約の締結について
 ［明戸保育園建築工事］ 【建設】
議案 102 工事請負契約の締結について
 ［火葬場建築工事］
議案 103 工事請負契約の締結について
 ［火葬場電気設備工事］
議案 104 工事請負契約の締結について
 ［火葬場機械設備工事］
◆補正予算・・・原案可決
議案 88 平成 20年度深谷市一般会計補正

予算（第 2号）
議案 89 平成 20年度深谷市一般会計補正

予算（第 3号） 【全】
議案 90 平成 20年度深谷市国民健康保険

特別会計補正予算（第 2号）
  【総務・市民環境産業】
議案 91 平成 20年度深谷市後期高齢者医

療特別会計補正予算（第 1号）
  【市民環境産業】
議案 92 平成 20年度深谷市農業集落排水

事業特別会計補正予算（第 1号）
  【建設】
議案 93 平成 20年度深谷市国済寺土地区

画整理事業特別会計補正予算（第
2号） 【建設】

議案 94 平成 20年度深谷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第 2号）

  【建設】

議案 95 平成 20年度深谷市下水道事業会
計補正予算（第 2号） 【建設】

議案 96 平成 20年度深谷市水道事業会計
補正予算（第 2号） 【建設】

◆そのほか・・・原案可決
議案 87 公の施設の区域外設置に関する協

議について 【建設】
◆請願
※請願第 15号 ~第 18号の審査結果は、
13ページを参照ください。
◆議員提出議案・・・原案可決
議第 17 深谷市議会会議規則の一部を改正

する規則
議第 18 子宮頸がん予防ワクチンに関する

意見書
議第 19 暮らせる年金の実現を求める意見

書
議第 20 消費税の税率引き上げ反対を求め

る意見書

請
願
の
審
査
結
果

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に

関
す
る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願

深
谷
市
本
田
４
２
８
０

公
明
党
副
地
区
連
合
会
長

北き
た

村む
ら

邦く
に

博ひ
ろ

（
採　

択
）

暮
ら
せ
る
年
金
の
実
現
を
求
め

る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願

深
谷
市
岡
里
３
―
５

公
明
党
深
谷
支
部
地
区
委
員

地じ

頭と
う

江え

隆た
か

雄お

（
採　

択
）

ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の
輸
入

停
止
を
求
め
る
請
願

深
谷
市
横
瀬
１
３
２
５

埼
玉
農
民
連
深
谷
支
部
代
表

茂も
て

木ぎ

惣そ
う

一い
ち

　
　
　
　
　
　
　
（
継
続
審
査
）

「
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
反

対
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
請
願

大
里
郡
寄
居
町
桜
沢
20
―
34

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
深

谷
寄
居
支
部

支
部
長　
　
　
　

今い
ま

井い

敏と
し

雄お

（
採　

択
）

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

　
北き

た
村む

ら
美み

よ

こ
代
子
氏

　
吉よ

し
田だ

文ふ
み

一か
ず

氏

　

人
権
擁
護
委
員
北
村
美
代
子

氏
、
大お

お

野の

勝か
つ

巳み

氏
の
任
期
が
平

成
21
年
３
月
31
日
に
満
了
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
引
き
続

き
北
村
美
代
子
氏
を
、
大
野
勝

巳
氏
の
後
任
と
し
て
吉
田
文
一

氏
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
長
か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
、

審
議
の
結
果
、
異
議
な
い
旨
回

答
い
た
し
ま
し
た
。

請
願
第
15
号

請
願
第
16
号

請
願
第
17
号

請
願
第
18
号

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
早
期
承
認
と
推
進
を

消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ

反
対
を
求
め
る

暮
ら
せ
る
年
金
の
実
現
を

意
見
書
１

意
見
書
３

意
見
書
２

●

●
人
事
案
件
●
●


